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旧
市
民
プ
ー
ル
の
跡
地
（
柏
町
一

丁
目 

20
）
に
建
設
中
だ
っ
た
埋
蔵

文
化
財
保
管
施
設
が
完
成
し
、
業

務
が
開
始
さ
れ
た
。

発
掘
調
査
の
後
の
整
理
、
出
土

し
た
土
器
な
ど
の
保
管
を
目
的
と

し
た
施
設
で
あ
る
が
、
廊
下
で
結

ば
れ
た
収
蔵
展
示
室
が
設
け
ら
れ
、

小
中
学
生
を
は
じ
め
、
一
般
市
民
の

見
学
も
受
け
付
け
る
。
た
だ
し
予

約
制
。
電
話
で：
0
4
8（
4
7
3
）

8
1
5
7
へ
。

地
域
に
人
が
住
み
始
め
た
の
は
、

今
か
ら
約
三
万
年
前
の
旧
石
器
時

代
と
さ
れ
、
そ
の
こ
ろ
の
石
器
が
西

原
大
塚
遺
跡
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
て

い
る
。
時
代
は
下
っ
て
、
縄
文
時
代

中
期
、
約
四
千
五
百
年
前
の
住
居

跡
も
同
遺
跡
他
か
ら
次
々
に
発
掘
さ

れ
、
多
く
の
埋
蔵
品
が
出
土
し
た
。

そ
の
後
、
米
作
り
を
始
め
た
弥
生

時
代
が
六
百
年
く
ら
い
つ
づ
き
、
古

墳
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
遺
跡
と
し

て
、
市
内
に
は
城
山
遺
跡
が
残
さ
れ

て
い
る
。
室
町
中
期
と
な
り
、
大
石

信
濃
守
の
柏
の
城
が
築
か
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
出
土
品
か
ら
そ

の
歴
史
も
裏
付
け
ら
れ
た
。

 

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
に
よ
る
双
方
向

の
交
信
は
若
い
人
か
ら
広
範
囲
の

人
々
へ
、
そ
の
普
及
、
流
行
は
止

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

tw
eet,tw

itter 

は
、
直
訳
す

る
と「
鳥
が
さ
え
ず
る
」、
こ
れ
が

「
呟
く
」
と
訳
さ
れ
た
よ
う
だ
。
ブ

ロ
グ・S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
と
チ
ャ
ッ
ト
の
中
間
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
。
各
ユ
ー

ザ
ー
は
短
文（
1
4
0
文
字
以
内
）

の
「
つ
ぶ
や
き
」
を
投
稿
す
る
と
、

投
稿
ご
と
に
固
有
のU

RL

が
割
り

当
て
ら
れ
る
。

自
分
専
用
の
サ
イ
ト
「
ホ
ー
ム
」

に
は
自
分
の
投
稿
と
あ
ら
か
じ
め

「
フ
ォ
ロ
ー
」
し
た
ユ
ー
ザ
ー
の
投

稿
が
時
系
列
順
に
表
示
さ
れ
、「
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
。
メ
ー

　
志
木
市
の
柏
町
に
完
工
・
・
・

埋
蔵
文
化
財
保
管
セ
ン
タ
ー

ル
やIM

（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
）
よ
り
「
ゆ
る
い
」
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
フ
ォ
ロ
ー
を
介
し

て
成
立
し
た
グ
ル
ー
プ
内
に
生
ま
れ

る
。一

方
「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」
す

る
と
「
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
ん
だ
投

稿
」
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
生
成
さ
れ
、

「
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
ん
だ
投
稿
」
で

つ
な
が
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
自
然
発
生

す
る
。
同
じ
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
ん
だ

投
稿
を
す
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
に
参
加

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
ト
レ
ン
ド
」
に
よ
り
、
い
ま
多

く
投
稿
さ
れ
て
い
る
「
キ
ー
ワ
ー

ド
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ト
レ

ン
ド
の
範
囲
を
国
別
に
、
ま
た
は
主

要
都
市
別
に
絞
り
込
む
機
能
も
あ
る

（
日
本
で
は
未
対
応
）。

公
開
さ
れ
て
間
も
な
い
セ
ン
タ
ー

を
訪
ね
た
方
々
の
第
一
印
象
は
す
こ

ぶ
る
良
い
。
入
口
の
ド
ア
を
開
け
る

と
、
す
ぐ
正
面
に
は
、
逸
品
の
人
面

土
器
が
置
か
れ
て
い
る
。
上
野
の
国

立
科
学
博
物
館
で
も
展
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
展
示
棟
に
入
っ
て
目
に

入
る
の
は
、
市
内
に
埋
蔵
さ
れ
て
い

た
夥
し
い
出
土
品
で
あ
る
。
時
代
は

旧
石
器
、
縄
文
時
代
か
ら
、
な
ん
と

鎌
倉
時
代
を
経
て
、
近
世
に
及
ぶ
。

武
蔵
野
台
地
の
果
つ
る
と
こ
ろ
、

志
木
市
は
柳
瀬
川
と
新
河
岸
川
の
合

流
地
点
に
あ
っ
て
、
古
代
か
ら
水
に

恵
ま
れ
、
住
み
や
す
い
地
勢
だ
っ
た
。

志
木
市
民
は
い
ま
も
、
疑
い
な
く
水

と
緑
、
自
然
の
恵
み
を
十
二
分
に
享

受
し
て
い
る
。

遺
跡
と
埋
蔵
文
化
財
の
宝
庫
・
・

志
木
市
の
埋
蔵
文
化
財
は
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
っ
て
、
集
約

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
移
る
前
は
、
長
い
間
志
木

第
四
小
学
校
に
間
借
り
し
て
い
た
が
、

当
時
、
調
査
、
整
理
に
当
っ
て
い
た

方
々
の
環
境
は
必
ず
し
も
十
分
な
も

の
で
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
頃
か
ら
作
業
の
中
核
を
担
っ

て
き
た
尾
形
則
敏
主
査
は
、
今
度
は

新
保
管
セ
ン
タ
ー
を
統
括
す
る
立
場

と
な
り
、
責
任
は
一
層
大
き
く
な
っ

た
。
過
日
「
志
木
の
ま
ち
案
内
人
の

会
」
が
見
学
に
訪
れ
た
折
に
は
、
尾

形
さ
ん
は
自
ら
出
土
品
を
手
に
取
っ

て
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。
主
事

の
徳
留
さ
ん
の
他
、
以
前
か
ら
作
業

に
当
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
の
臨
時
職
員

の
皆
さ
ん
の
力
も
加
速
さ
れ
て
、
見

学
す
る
市
民
に
郷
土
に
対
し
て
の
親

し
み
を
弥い

や
増
さ
せ
る
に
違
い
な
い
。

市
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
に
こ

れ
ま
で
大
き
な
情
熱
を
注
が
れ
て
い

た
も
う
一
人
の
市
職
員
、
佐
々
木
保

俊
氏
の
労
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
残
念
乍
ら
、
昨
年
病
魔
に
倒
れ

て
他
界
さ
れ
た
。

瀟
洒
な
建
物
は
・
・
・

地
元
の
藍
建
築
設
計
事
務
所
と

大
進
建
設
と
の
コ
ラ
ボ
で
建
設
さ
れ

た
。
収
蔵
展
示
室
の
中
心
を
支
え
る

杉
の
柱
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
曲
線
の

梁
は
展
示
さ
れ
た
多
数
の
土
器
な
ど

と
ハー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
心
地
よ
い
。 　　　　　　　　　　　　　　　　    "twitter"

　　　　 消防庁は「災害情報タイムライン」を始めると発表。
　　　　　　　大規模地震などに備えて、フォロワー（利用者）の
　　　　　　　発信を期待。　　　アカウント名は「@FDMA_JAPAN」

2006年にObvious 社（現Twitter社）が開始した"twitter" に、
日本国内からアクセスしているユーザーは五百万人余り、全世界では約
1億を越えるといわれる。ビル・ゲイツなどの多くの著名人が利用、大
企業の広報活動としても使われ、わが国では鳩山前首相などが知られて
いる。ネット選挙運動にツイッターを、そして米欧や韓国などの先行事
例に学べ、という声も高まりを見せている。

　

地
域
情
報

去
る
５
月
16
日
、
こ
の
地
域
の
名
主
だ
っ
た
星
野
家
の
居
宅

の
跡
地
、
志
木
市
本
町
二
丁
目
の
朝
日
屋
原
薬
局（
国
登
録
有

形
文
化
財
）
内
の
会
場
で
開
催
さ
れ
た
（
主
催
：
志
木
の
ま
ち

案
内
人
の
会
、
後
援
：
志
木
市
教
育
委
員
会
）。

第
三
回
志
木
の
ま
ち
ご
案
内

　
　
「
星
野
半
右
衛
門
日
記
」
の
世
界

神
山
健
吉
さ
ん（
志
木
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
）
の「
半
右
衛
門
日
記
発
見
の
経
緯
」、
島

田
公
男
さ
ん 

（
志
木
の
ま
ち
案
内
人
の
会
）
の 

「
半
右
衛
門
日
記
を
楽
し
く
読
む
」、
お
二
人
の
講

演
は
ほ
ぼ
二
時
間
、
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
参
加
さ

れ
た
方
々
は
、
当
時
の
志
木
の
ま
ち
の
様
子
、
そ

こ
で
起
っ
た
事
件
、例
え
ば
家
出
し
た
娘
と
追
手
、

舞
台
は
新
河
岸
川
の
早
船
、
志
木
か
ら
一
夜
の
行

程
だ
っ
た
浅
草
の
花
川
戸
に
向
か
う
ド
ラ
マ
な
ど
、

講
師
の
お
話
し
を
聴
き
つ
つ
、
か
つ
て
の
良
き
時

代
を
想
っ
て
十
分
懐
か
し
さ
を
味
わ
っ
た
。

 「
つ
ぶ
や
き
」
は

政
治
・
行
政
の
主
役
に
な
る
？  

双
方
向
性
の
「
ツイ
ッ
タ
ー
」
を

　
災
害
時
の
情
報
発
進
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
く
語
る

　
島
田
さ
ん
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は
じ
め
に

今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
、
東
京
・
中

野
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
私
は
、

近
郊
で
自
宅
用
地
を
探
し
て
い
た
。

当
時
か
ら
学
園
の
町
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
志
木
町
に
居
を
求
め
る
べ
く

地
元
不
動
産
業
者
の
紹
介
で
町
内
の

土
地
を
見
て
ま
わ
っ
た
。
そ
の
一つ
に

敷
島
神
社
脇
の
宅
地
を
案
内
さ
れ
説

明
を
受
け
た
。

そ
の
際
ふ
っ
と
土
地
の
奥
の
方
を

見
る
と
平
べ
っ
た
い
形
を
し
た
石
碑

を
見
つ
け
た
。
業
者
に
説
明
を
求
め

た
と
こ
ろ
、「
こ
こ
は
、
宝
幢
寺
と
い

う
寺
が
も
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
ど
ん

な
寺
だ
ろ
う
な
ぁ
と
、
知
り
た
く

な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
30
年
後
。
枝
垂
れ
桜

を
見
る
た
め
、
は
じ
め
て
同
寺
を
訪

れ
た
。
風
格
と
落
ち
着
き
の
あ
る
雰

囲
気
に
歴
史
を
感
じ
調
べ
て
み
た
く

な
っ
た
。

機
会
の
な
い
ま
ま
さ
ら
に
10
年
が

過
ぎ
、
平
成
20
年
8
月
、「
志
木
い
ろ

は
市
民
大
学
」
で
志
木
市
史
の
研
究

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
テ
ー
マ
と

し
て
古
刹「
宝
幢
寺
」
を
取
り
あ
げ
た

次
第
で
あ
る
。

1 

宝
幢
寺
の
名
称
の
由
来

正
式
に
は
、
新
義
真
言
宗
智
山
派

「
地
王
山
地
蔵
院
宝
幢
寺
」と
い
う
が
、

宝
幢
寺
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
定

か
で
は
な
い
。

宝
幢
寺
の「
幢
」
の
字
は「
旗
」（
お

寺
を
飾
る
も
の
）
の
意
味
で
あ
る
。
宝
幢

寺
と
い
う
寺
号
は
、
全
国
的
に
み
て

そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
な
い
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
中
世
に
創
建
さ
れ
て
い
る
。

2 

創
建
は
い
つ
頃
か

創
建
の
年
代
は
、
一
説
に
は
建
武
元

年
（
1
3
3
4
）
4
月
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
定
か
で
は

な
い
。
建
武
元
年
と
い
え
ば
南
北
朝
時

代
で
、
鎌
倉
幕
府
が
亡
び
、
後
醍
醐

天
皇
が
親
政
を
始
め
、
そ
の
後
す
ぐ

足
利
氏
が
室
町
幕
府
を
開
く
と
い
う
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
時
代
で
あ

る
。惜

し
む
ら
く
は
、
こ
の
寺
は
古
い
寺

で
あ
り
な
が
ら
9
回
と
も
言
わ
れ
る

火
災
の
た
め
、
歴
史
を
知
る
手
が
か
り

は
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
。

こ
の
寺
が
、
近
世
初
期
以
前
の
創

建
と
言
わ
れ
て
い
る
根
拠
は
次
に
よ

る
。

（
1
） 川
越
藩
内
の
朱
印
寺
22
ヶ

寺
の
ほ
と
ん
ど
が
中
世
に
起
源
を
持

つ
由
緒
あ
る
寺
で
あ
り
、
宝
幢
寺
も

ま
た
朱
印
寺
で
、
徳
川
家
光
が
鷹
狩

り
の
際
に
訪
れ
、
休
息
を
と
っ
た
由

緒
の
あ
る
寺
で
あ
る
こ
と
。

（
2
） 現
在
、
敷
島
神
社
に
合

祀
さ
れ
て
い
る
下
浅
間
社
の
御
神
体

で
あ
る
、
暦
応
3
年
（
1
3
4
0
）

の
逆
修
の
石
碑
を
建
て
た
の
が
、
宝

幢
寺
の
住
持
で
あ
る
と『
武
蔵
野
話
』

に
注
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
） 宝
幢
寺
の
御
本
尊「
延
命

地
蔵
尊
」
は
、
約
5
0
0
年
前
の

作
で
あ
る
と
、
京
都
の
仏
師
に
よ
っ

て
鑑
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

地
蔵
尊
の
胎
内
に
は
、
中
世
特
有
の

経
木
・
塔
婆
が
20
数
枚
納
め
ら
れ
て

い
る
。

（
4
） 末
寺
で
あ
る
宗
岡
の
実
蔵

院
と
朝
霞
の
富
善
寺
は
、
創
建
が

元
和
3
年
（
1
6
1
7
）
で
あ
り
、

本
寺
で
あ
る
宝
幢
寺
は
、
当
然
そ
れ
以

前
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
宝

幢
寺
は
中
世
に
起
源
す
る
寺
で
あ
る
こ

と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
え
る
。

3 

誰
が
創
建
し
た
の
か

宝
幢
寺
は
、建
武
元
年（
1
3
3
4
）

4
月
に
円
祐
上
人
が
開
山
し
た
と
も
、

あ
る
い
は
、
現
在
の
寺
の
西
方
に
あ
っ

た
墓
場
の
中
の
地
蔵
堂
を
基
に
、
天
正

年
中
（
1
5
7
3
〜
1
5
9
2
）
に

新
寺
と
し
て
開
山
し
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
が
、
開
山
の
時
期
、
そ
し
て
開
山

し
た
人
、
と
も
に
定
か
で
は
な
い
。

４ 

元
は
ど
こ
に
所
在
し
た
の
か

宝
幢
寺
は
、
草
創
以
来
一
貫
し
て
現

在
の
地
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
他
の
場
所
に
あ
っ
た
も
の
が
、
中
世

末
期
、
な
い
し
は
近
世
初
期
に
現
在
の

地
に
移
っ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
節

が
あ
る
。

そ
の
根
拠
は
、

（
1
） 柏
の
城
落
城
後
、
城
主
大

石
信
濃
守
の
子
息
大
石
四
郎
の
屋
敷

跡
に
建
て
ら
れ
た
と
古
文
書
に
あ
る
。

（
2
） 宝
幢
寺
の
所
有
地
と
な
っ
た

田
畑（
8
反
7
畝
）
が
、
現
在
の
敷
島

神
社
付
近
に
あ
っ
た
。
30
〜
40
年
前
ま

で
は
時
折
、
境
内
か
ら
人
骨
が
出
土
し

た
。

（
3
） 文
安
6
年
（
1
4
4
9
）

の
紀
銘
の
あ
る
板
碑
が
、
敷
島
神
社
の

拝
殿
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
承
海
が
逆
修
の
碑
を
建
て
た

場
所
が
、
敷
島
神
社
境
内
で
あ
る
が
、

承
海
が
宝
幢
寺
の
住
持
だ
と
す
る
と
、

寺
の
境
内
ま
た
は
近
く
に
建
て
る
の
が

自
然
で
あ
る
。

（
5
） 『
舘
村
旧
記
』
に
よ
る
と
、

現
在
の
宝
幢
寺
の
西
側
の
畑
は
、
以

前
か
ら
村
中
の
墓
地
で
、
そ
こ
に
地

蔵
堂
が
あ
っ
た
。
後
に
、
天
正
年
中

（
1
5
7
3
〜
1
5
9
2
）
に
な
っ
て

祐
円
和
尚
が
、
そ
の
地
蔵
堂
を
題
と
し

て
、
今
の
宝
幢
寺
を
新
寺
に
開
基
し
た

の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
地
蔵
堂
の
本
尊

を
新
し
く
建
て
た
宝
幢
寺
の
本
尊
と
し

た
と『
舘
村
旧
記
』
は
記
し
て
い
る
。

平
成
12
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
か

つ
て
の
墓
地
の
跡
地
に
マン
シ
ョ
ン
を
建

築
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
先
立
つ

発
掘
調
査
で
人
骨
が
出
土
し
て
い
る
の

で
、『
舘
村
旧
記
』
の
記
載
ど
お
り
、
こ

こ
に
墓
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
な
ど
の
こ
と
か
ら
、宝
幢
寺
は
、

中
世
末
期
ま
で
は
、
現
在
の
敷
島
神

社
な
い
し
は
そ
の
付
近
に
あ
り
、
柏
の

城
の
落
城
後
し
ば
ら
く
し
て
現
在
の
地

へ
移
っ
た
可
能
性
が
大
き
そ
う
だ
。

一
方
、現
在
の
宝
幢
寺
の
西
側
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
地
蔵
堂
の
地
蔵
を
本
尊
と

し
て
新
た
に
中
世
末
期
に
建
立
さ
れ
た

と
す
る「
舘
村
旧
記
」
の
記
述
も
無
視

で
き
な
い
。

5 

宗
派
お
よ
び
総
本
山

宝
幢
寺
の
宗
派
は
、
新
義
真
言
宗

智
山
派「
地
王
山
地
蔵
院
宝
幢
寺
」
と

い
う
。江

戸
時
代
に
は
、
醍
醐
三
宝
院
を

本
山
と
し
て
、
江
戸
愛
宕
町
の
真
福

寺
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
明
治
27
年
に

京
都
智
積
院
を
本
山
と
す
る
新
義
真

言
宗
智
山
派
に
転
末
し
た
。

京
都
・
醍
醐
寺
は
、
明
治
維
新
後
、

新
政
府
の
宗
教
政
策
に
よ
り
、
荘
園

を
取
り
上
げ
ら
れ
困
窮
し
て
い
た
。
当

時
智
積
院
は
、
僧
侶
が
学
問
を
す
る

寺
と
し
て
全
国
か
ら
多
く
の
学
徒
が
集

ま
り
、
経
済
力
が
あ
っ
た
の
で
、
醍
醐

寺
の
末
寺
を
譲
り
受
け
た
。

智
積
院
に
は
、
現
在
も
正
月
に
は

全
国
か
ら
多
く
の
僧
侶
が
集
ま
り
、
大

変
な
賑
わ
い
で
あ
る
。
ま
た
、
修
行
も

厳
し
く
、
声
が
出
な
く
な
る
ま
で
読
経

を
続
け
る
そ
う
で
あ
る
。

関
東
付
近
で
、
宗
派
を
変
え
た
寺

と
し
て
は
、
芝
増
上
寺
が
あ
り
、
明
徳

4
年
（
1
3
9
3
）
に
真
言
宗
か
ら

浄
土
宗
に
転
じ
た
。
ま
た
、
千
葉
小
湊

の
清
澄
寺
は
も
と
も
と
真
言
宗
で
あ
る

が
日
蓮
宗
に
改
宗
し
て
い
る
。

6 

特
筆
す
べ
き
歴
史
事
実

（
1
） 将
軍
家
光
か
ら
御
朱
印
状

を
賜
る

宝
幢
寺
の
歴
史
の
中
で
ま
ず
特
筆
す

べ
き
は
、
将
軍
家
光
か
ら
御
朱
印
状
を

賜
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

家
光
が
鷹
狩
り
の
際
休
息
し
た
の
が

機
縁
と
な
り
、慶
安
元
年（
1
6
4
8
）

に
御
朱
印
地
10
石
を
賜
り
、
ま
た
、

家
光
が「
境
内
が
狭
い
」
と
い
っ
て
門
前

に
1
町
歩
加
増
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後

宝
幢
寺
は
、
家
光
以
降
の
各
将
軍
か

ら
も
御
朱
印
状
を
も
ら
っ
て
お
り
、
9

代
の
将
軍
か
ら
与
え
ら
れ
た
御
朱
印
状

は
、
大
切
に
宝
幢
寺
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
残
念
な
が
ら
こ
の
寺
は
、
数

度
の
火
災
に
あ
い
、
古
い
寺
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
古
さ
を
示
す
経
文
、
古

記
録
、
什
器
な
ど
は
、
御
本
尊
を
除
い

て
何
一つ
現
存
し
て
い
な
い
。

（
2
）
火
災
と
再
建

1 

火
災

宝
幢
寺
は
前
後
9
回
、
回
禄
の
災

に
遭
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
実
際

に
9
回
火
災
を
出
し
て
い
る
か
は
確
か

で
は
な
い
。
か
な
り
の
回
数
に
及
ん
で

志
木
市
の
古
刹「
宝
幢
寺
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

       

安
藤 

茂
延

　 宝幢寺本堂

真言宗智山派総本山

 智積院(京都)

三代将軍家光から賜った

総本山智積院から宝幢寺宛の

朱印状の写し(宝幢寺蔵)

末寺籍加列状(宝幢寺蔵)
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し
ま
す
。
こ
れ
で
終
わ
ら
ず
、
本
テ
ー

マ
に
つ
き
更
に
広
く
深
く
追
求
し
て
い

く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。【

参
考
文
献
等
】

『
志
木
市
史
』
志
木
市 

昭
和
60
年  

 

ほ
か『

志
木
市
郷
土
誌
』
志
木
市 

昭
和 

  

53
年『

志
木
市
の
寺
社
』
志
木
市

『
武
蔵
野
』
第
53
巻 

神
山
健
吉

論
文

『
武
蔵
野
話
』

『
舘
村
旧
記
』

『
埼
玉
県
寺
院
全
集
』

『
日
本
の
歴
史
』

『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』

『
埼
玉
県
の
民
話
と
伝
説
』

「
将
軍
家
光
か
ら
の
御
朱
印
状
」

宝
幢
寺
蔵

「
総
本
山
智
積
院
か
ら
の
末
寺

籍
加
列
状
」
宝
幢
寺
蔵

    

神
山
健
吉
氏
ヒ
ア
リ
ン
グ

    

宝
幢
寺
住
職
ヒ
ア
リ
ン
グ

「
地
王
山
宝
幢
寺
」 

           

案
内
パン
フ
レ
ッ
ト

「
総
本
山
智
積
院
」

           

案
内
パン
フ
レ
ッ
ト

「
宗
派
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

           

安
藤
調
査
資
料

い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
ろ
う
。

文
化
・
文
政
期
（
1
8
0
4
〜

1
8
3
0
）
に
編
ま
れ
た『
新
編
武
蔵

国
風
土
記
稿
』
に
は
、「
天
明
6
年

（
1
7
8
6
）
に
本
堂
が
焼
失
し
て
以
来

仮
建
築
に
御
本
尊
を
安
置
し
て
い
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
明
6
年
に

焼
失
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
本
堂
の
奥
、
御
本
尊
の
手

前
両
側
に
置
か
れ
て
い
る
永
代
昼
夜
常

夜
燈
に
は
、
天
明
5
年
（
1
7
8
5
）

と
文
政
7
年
（
1
8
2
4
）
の
2
回
、

本
堂
が
焼
失
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

2 

再
建

し
か
し
、
住
職
と
檀
家
の
強
い
熱

意
に
よ
っ
て
本
堂
再
建
の
た
め
の
浄

財
が
集
め
ら
れ
、
や
っ
と
嘉
永
4
年

（
1
8
5
1
）
12
月
に
現
存
の
本
堂
が

再
建
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
、
再
建
の
普
請
を
お
こ

な
っ
た
の
が
、
名
棟
梁
・
高
野
万
寿
五

郎
注
之
で
あ
る
。
万
寿
五
郎
は
、
2

年
後
に
舘
村
氷
川
神
社
の
社
殿
を
再

建
し
た
だ
け
で
な
く
、
江
戸
の
築
地

本
願
寺
仏
殿
、
青
山
の
観
音
堂
、
赤

坂
の
日
枝
神
社
社
殿
、
西
新
井
大
師
、

川
越
の
石
原
御
殿
の
建
築
を
も
手
掛

け
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
名
工
で
あ

る
。7 

檀
家
と
寺
の
経
営

（
1
）
檀
家
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

宝
幢
寺
の
檀
家
は
約
1
、
0
0
0
戸

を
超
え
、
周
辺
き
っ
て
の
大
寺
で
あ
る
。

こ
の
寺
を
菩
提
寺
と
し
て
い
る
人
々
の

エ
リ
ア
は
、
旧
志
木
地
区
の
他
に
も
、

宗
岡
地
区
の一部
、朝
霞
市
上
内
間
木
、

新
座
市
北
野
、
富
士
見
市
針
ヶ
谷
と

い
っ
た
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。

（
2
）
ど
の
よ
う
な
収
入
で
経
営
さ

れ
て
い
る
の
か

志
木
市
お
よ
び
周
辺
の
寺
の
歴
史
を

み
る
と
、
経
済
的
な
事
由
か
ら
断
続

的
に
無
住
期
間
を
経
験
し
た
寺
が
あ

る
。
宝
幢
寺
は
、多
く
の
檀
家
を
擁
し
、

経
済
的
に
も
比
較
的
安
定
し
て
い
た
た

め
、
近
世
初
期
に
中
興
開
山
さ
れ
て
よ

り
今
日
ま
で
無
住
期
間
は
無
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
し
一
時
的
に
他
の
寺

の
住
職
が
兼
任
管
理
し
て
い
た
こ
と
は

あ
っ
た
。

住
職
の
中
に
は
、
宝
居
弘
観
（
明

治
10
年
寂
）
の
よ
う
に
寺
子
屋
を
開

き
、
地
元
子
弟
の
教
育
に
寄
与
し
た

者
も
い
た
。

ま
た
、
明
治
7
年
か
ら
同
36
年
ま

で
、
志
木
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

現
在
、
当
寺
は
檀
家
か
ら
の
お
布

施
を
主
な
収
入
源
と
し
て
健
全
経
営

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
寺
と
檀

家
と
の
良
好
な
交
流
関
係
、
ま
た
約

一万
二
千
平
米
（
約
三
千
六
百
坪
）
の
土
地

や
建
物
な
ど
、
寺
が
所
有
す
る
財
産
の

管
理
運
営
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

8 

そ
の
他
関
連
事
項

御
朱
印
状
の
他
に
も
宝
幢
寺
に
ま
つ

わ
る
特
記
事
項
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ

の
中
か
ら
、
河
童
伝
説
、
ほ
っ
ぺ
に
黒

ア
ザ
の
あ
る
お
地
蔵
さ
ん
伝
説
、寺
紋
、

釣
鐘
、
枝
垂
れ
桜
、
本
尊
地
蔵
菩
薩
、

石
仏
と
筆
子
塚
、
襖
絵
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。

（
1
）
河
童
伝
説
に
つ
い
て

宝
幢
寺
に
か
か
わ
る
河
童
伝
説
が
あ

る
。
引
又
川
に
河
童
が
住
ん
で
い
て
、

人
や
馬
に
害
を
加
え
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
あ
る
日
、
河
童
が
捕
ら
え
ら
れ
て

住
民
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
宝
幢

寺
の
和
尚
が
そ
れ
を
見
か
ね
て
救
っ
て

や
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
人
や

馬
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
無
く
な
っ

た
と
の
こ
と
。

こ
の
説
話
は
、
文
化
6
年
に
編
ま
れ

た『
寓
意
草
』（
作
者
不
明
）
が
原
典
で

あ
り
、
柳
田
国
男
の『
山
島
民
譚
集
』

に
も
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
現
代

語
訳
さ
れ
た
の
が
神
山
健
吉
先
生
で
あ

る
。（

2
）
ほ
っ
ぺ
に
黒
ア
ザ
の
あ
る
お

地
蔵
さ
ん
伝
説
に
つ
い
て

宝
幢
寺
の
御
本
尊
の
お
地
蔵
さ
ん

が
隣
村
の
美
人
で
評
判
の
お
嫁
さ
ん
に

ち
ょ
っ
か
い
を
だ
し
た
と
こ
ろ
、
お
嫁

さ
ん
は
、
若
い
男
が
い
た
づ
ら
を
仕
掛

け
た
と
思
い
、
お
歯
黒
の
つ
い
た
筆
で

顔
を
ひ
っ
ぱ
た
た
い
た
。
お
歯
黒
の
か

ね
汁
の
跡
が
、
お
地
蔵
さ
ん
の
右
頬
に

黒
い
ア
ザ
と
し
て
残
っ
た
。
こ
の
日
以

来
お
地
蔵
さ
ん
は
恥
ず
か
し
さ
の
あ
ま

り
厨
子
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
、
秘
仏
と

し
て
人
々
の
前
に
お
姿
を
見
せ
る
こ
と

は
な
く
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
実
存
す

る
御
本
尊
は
、
住
職
さ
ん
で
す
ら
お
目

に
か
か
る
こ
と
が
な
い
そ
う
で
あ
る
。

（
3
）
寺
紋
に
つ
い
て

各
家
に
家
紋
が
あ
る
よ
う
に
寺
に
も

寺
紋
が
あ
る
。
宝
幢
寺
の
寺
紋
は
「
九

曜
星
」
で
あ
る
。
こ
の
紋
は
、
有
力
な

檀
家
で
あ
っ
た
星
野
家
の
家
紋
を
譲
り

受
け
た
の
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
4
） 釣
鐘
に
つ
い
て

慶
安
年
間
、
家
光
か
ら
御
朱
印
状

を
賜
っ
た
の
を
記
念
し
、
慶
安
2
年

（
1
6
4
4
）
に
釣
鐘
が
鋳
造
・
奉
納

さ
れ
た
。
そ
の
後
割
れ
て
し
ま
い
、
享

保
11
年
（
1
7
2
7
）
に
新
た
に
鋳

造
さ
れ
た
。

（
5
）
枝
垂
れ
桜
に
つ
い
て

宝
幢
寺
境
内
に
あ
る
枝
垂
れ
桜
は
、

春
に
な
る
と
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
特

に
4
月
8
日
の
花
ま
つ
り
に
は
地
域
住

民
は
も
と
よ
り
市
外
か
ら
も
観
光
客

が
訪
れ
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
る
。

（
6
）
本
尊
地
蔵
菩
薩
に
つ
い
て

数
度
の
火
災
に
あ
っ
て
殆
ど
の
什
器

は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
御
本
尊
は

現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、火
災
の
際
、

御
本
尊
だ
け
は
持
っ
て
逃
げ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
台
座
の
部
分
が
御
本
尊
と

異
な
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
石
仏
と
筆
子
塚
に
つ
い
て

本
堂
に
向
か
っ
て
左
手
前
に
陰
刻
の

六
地
蔵
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
10
年

代
頃
に
東
海
地
方
で
自
由
民
権
運
動

家
と
し
て
名
を
は
せ
た
三
上
七
十
郎
と

そ
の
兄
八
十
八
が
亡
母
の
七
回
忌
に
当

た
っ
て
、
供
養
の
た
め
、
明
治
17
年
10

月
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
堂
の
左
側
を
少
し
入
っ
た
辺
り
に

小
さ
な
薬
師
堂
が
あ
る
。
こ
こ
に
祀

ら
れ
て
い
る
薬
師
像
は
、
嘉
永
7
年

（
1
8
5
4
）
閏
7
月
に
、
こ
の
寺
の

墓
地
内
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、『
星
野

半
右
衛
門
日
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
貴
重
で
あ
る
。

本
堂
西
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
、
住
職

だ
っ
た
宝
居
弘
観
の
筆
子
塚
が
あ
る
。

弘
観
は
、
寺
子
屋
の
師
匠
と
し
て
も
知

ら
れ
た
僧
侶
だ
。
墓
地
内
に
は
、
弘
観

以
外
に
も
寺
子
屋
の
師
匠
だ
っ
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
人
物
の
数
多
く
の
墓
が
あ

る
。
特
に
宮
原
庄
次
郎
の
墓
に
は
大
勢

の
筆
子
の
名
前
が
所
狭
し
と
刻
ま
れ
て

い
る
。

（
8
）
襖
絵
に
つ
い
て

宝
幢
寺
の
襖
絵
は
、
地
元
出
身
の

画
家
・
小
林
正
路
先
生
が
境
内
の
樹

木
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
き
、
客
殿
に

奉
納
さ
れ
た
大
作
で
あ
る
。
た
だ
し
、

常
時
一般
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
当

た
っ
て
総
本
山
で
あ
る
京
都
・
智
積
院

を
実
際
に
訪
ね
た
が
、
そ
こ
に
は 

「
楓

図
」「
桜
図
」「
松
に
秋
草
図
」
な
ど
、

国
宝
障
壁
が
災
禍
か
ら
ま
ぬ
が
れ
現
存

し
て
い
る
。
ま
た
、名
勝
庭
園
も
あ
り
、

こ
ち
ら
は
い
ず
れ
も
公
開
さ
れ
て
い
る

の
で
、京
都
に
行
っ
た
ら
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ

て
み
て
欲
し
い
。

お
わ
り
に

世
界
に
数
多
く
の
宗
教
が
あ
る
中

で
、
最
も
多
く
の
日
本
人
が
心
を
ゆ
だ

ね
て
き
た
宗
教
が
仏
教
で
あ
る
。
現
代

人
、
特
に
若
年
層
の
人
達
は
宗
教
に
対

す
る
関
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
の
が
昨
今

の
傾
向
で
あ
る
。

30
歳
前
後
、
40
歳
前
後
、
50
歳
以

上
の
男
女
無
差
別
に
そ
れ
ぞ
れ
10
名
に

対
し 

「
自
分
の
家
の
宗
派
は
何
宗
か

知
っ
て
い
る
か
」
と
、
聞
い
て
み
た
。

嘉永7年(1854)宝幢寺の墓地内から

宝幢寺の住職だった宝居弘観の筆子塚

地元出身、小林正路先生が奉納した
宝幢寺客殿の襖絵 ( 境内の白梅をモチーフ )

 

「
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
が
、
30
歳

前
後
は 

70 

%
、 

40
歳
前
後
は
40 

%
、

50
歳
以
上
が
0
%
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
若
者
の
中
に
は
、「
自
分
に
は
そ
ん

な
こ
と
は
関
係
な
い
」「
な
ん
で
そ
ん
な

こ
と
を
聞
く
ん
だ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り

の
顔
を
し
て
い
た
者
も
い
た
。

我
（々
高
年
齢
者
）
の
時
代
は
、
宗

教
を
通
じ
て
人
の
生
き
方
を
教
わ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
最
近
の
若
者
の
事
件
の

多
く
は
、
原
因
を
調
べる
ま
で
も
な
く

宗
教
心
の
欠
如
が
大
き
く
起
因
し
て
い

る
と
思
う
。

昔
の
寺
子
屋
の
発
想
を
も
う
一
度
思

い
起
こ
し
、
地
域
住
民
と
密
着
し
た

関
係
に
あ
る
寺
を
活
用
し
、
若
者
の
た

め
に「
知
識
の
詰
め
込
み
教
育
」
ば
か

り
で
は
な
く「
心
の
教
育
」
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

宝
幢
寺
の
住
職
さ
ん
も
「
こ
れ
か
ら

は
、
寺
と
住
民
の
関
係
に
つ
き
、
開
か

れ
た
寺
に
し
て
い
き
た
い
。一方
通
行
で

な
い
関
係
に
し
た
い
」
と
言
っ
て
お
ら

れ
た
。

毎
年
、
寺
で
写
真
展
を
開
催
し
、

約
70
名
ほ
ど
の
人
が
作
品
を
提
出
し
、

た
く
さ
ん
の
人
が
見
に
来
て
く
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
除
夜
の
鐘
を

突
く
と
き
に
は
、
2
0
0
人
ほ
ど
の
人

が
集
ま
る
と
の
こ
と
。
私
が
、
早
朝
に

宝
幢
寺
を
訪
れ
た
と
き
、
近
所
の
人
達

が
境
内
に
入
り
、落
ち
葉
を
拾
っ
た
り
、

立
ち
話
を
し
た
り
し
て
い
る
の
を
見
か

け
、
心
温
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

今
回
、い
ろ
は
市
民
大
学
受
講
を
機

に
、
40
年
来
気
に
か
け
て
い
た
研
究
が

で
き
満
足
し
て
い
る
。
最
後
に
、
研
究

テ
ー
マ
の
調
査
・
研
究
に
当
た
り
、
特

に
神
山
健
吉
氏
、
宝
幢
寺
住
職
さ
ん
、

志
木
市
郷
土
資
料
館
の
方
々
、
講
義
い

た
だ
い
た
先
生
方
、
事
務
局
の
方
々
に

は
お
手
数
を
か
け
ま
し
た
。
感
謝
い
た
河童伝説を末永く後世に伝えるため作られた

出土した薬師像

河童像

弘観は寺子屋の師匠としても知られた僧侶である
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対

し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に
よ
っ

て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」
は

N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・
発

行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

T
E
L 
0
9
0
（
3
0
4
8
）
5
5
0
2

　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

右
は 「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
」
最
新
号

本紙「市民プレス」は

　１、４、７、10月
　各月 ５ 日 発行。

遠
い
国
、
近
い
国

の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
い
・
・
・
人
々

の
暮
し
も
・
・
・

　
　
　
　

イ
ス
ラ
エ
ル
紀
行

　
　
　
　
　

深
瀬　
克

　
    

                 

＝
そ
の一
＝

 

１
。
イ
ス
ラ
エ
ル
航
空
で

　
　
　
　
　
　
テ
ル
ア
ビ
ブ
へ         

  

イ
ス
ラ
エ
ル
は
遠
か
っ
た
。
香
港

発
の
イ
ス
ラ
エ
ル
便
は
イ
ス
ラ
ム
諸

国
の
上
空
を
回
避
す
る
た
め
、
中

国
領
土
を
北
上
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
・
カ
ス
ピ
海
上
空
か
ら
黒
海
を
か

す
め
、
ト
ル
コ
を
南
下
し
、
地
中
海

の
キ
プ
ロ
ス
島
上
空
を
飛
ん
だ
末
、

や
っ
と
テ
ル
ア
ビ
ブ
空
港
に
着
陸
し
、

12
時
間
も
か
か
っ
た
。
成
田
〜
香
港

間
の
4
時
間
40
分
を
加
え
る
と
17
時

間
近
い
フ
ラ
イ
ト
だ
っ
た
。

 

「
テ
ル
ア
ビ
ブ
」
と
聞
く
と
、

1
9
7
2
年
岡
本
公
三
た
ち
が
起

し
た
「
日
本
赤
軍
テ
ル
ア
ビ
ブ
空
港

乱
射
事
件
」
を
思
い
出
す
。
さ
ら
に

1
9
9
1
年
の
湾
岸
戦
争
で
は
、
イ

ラ
ク
が
ス
カ
ッ
ド
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち

込
ん
だ
所
で
も
あ
り「
大
変
危
険
な

場
所
」
と
の
印
象
が
強
い
。
外
務
省

の
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
イ
ス

ラ
エ
ル
を
検
索
す
る
と
、
全
地
域
が

「
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
ま
た

は「
渡
航
の
延
期
を
お
勧
め
し
ま
す
」

と
表
示
さ
れ
て
い
る
。『
そ
ん
な
所
に

よ
く
行
く
ね
』
と
ほ
と
ん
ど
の
人
か

ら
言
わ
れ
た
が
、「
現
場
・
現
物
を
自

分
の
目
で
見
、
肌
で
感
じ
た
い
」
と

の
強
い
欲
求
に
駆
ら
れ
、
つ
い
に
私

は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
に
立
っ
た
。

２
。
荷
物
検
査
・
入
国
審
査

  

香
港
空
港
で
の
荷
物
検
査
は
今
ま

で
に
無
く
厳
し
か
っ
た
。
非
常
食
に

と
思
っ
て
持
っ
て
い
っ
た
「
レ
ト
ル
ト

食
品
（
お
か
ゆ
）」
は
爆
発
物
と
疑
わ

れ
た
よ
う
で
、
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
係
官
が

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
一
人
ひ
と

り
に
口
頭
で『
荷
造
り
は
一
人
で
し
た

か
、
頼
ま
れ
た
荷
物
は
な
い
か
、
イ

ス
ラ
ム
諸
国
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
』
な
ど
の
質
問
を
し
、
不
審
な
様

子
が
認
め
ら
れ
た
者
は
別
室
に
呼
び

込
ま
れ
て
い
た
。

  

一
方
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
し
ま
う
と

シ
リ
ア
・
イ
ラ
ン
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
諸

国
に
入
国
出
来
な
く
な
る
の
で
、
入

国
審
査
の
時
に
「
ノ
ー 

ス
タ
ン
プ
、

プ
リ
ー
ズ
」
と
言
っ
た
。
係
官
は
不

機
嫌
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら 

『
何
故

か
?
』
と
質
問
し
て
き
た
の
で
、「
い

ろ
い
ろ
な
国
に
旅
行
し
た
い
の
で
」
と

答
え
る
と
、
別
の
小
さ
な
紙
に
ス
タ

ン
プ
し
て
く
れ
た
。
敵
対
国
同
士
の

関
係
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
通
し
て
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
現
実
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
。

３
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
入
る

 

聖
母
マ
リ
ア
と
許
婚
（
い
い
な
ず
け
）

の
ヨ
セ
フ
が
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
や
っ
て
来

た
時
、
あ
い
に
く
宿
屋
が
満
員
だ
っ

た
の
で
馬
小
屋
に
泊
ま
り
、
こ
こ
で

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
た
と

新
約
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
。
実
際

に
行
っ
て
み
る
と「
馬
小
屋
」
は「
洞

窟
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今

か
ら
2
0
0
0
年
前
の
日
本
は
弥
生

時
代
で
竪
穴
式
住
居
に
住
ん
で
い
た

の
だ
か
ら
、
家
畜
や
人
が
洞
窟
に
住

ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
美
化
し

て
表
現
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
の
だ

ろ
う
。

 

さ
て
、
こ
の
キ
リ
ス
ト

誕
生
の
地
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
は
エ

ル
サ
レ
ム
の
南

1
0
k
m
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
あ
る

が
、
現
在
は
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区

と
な
っ
て
い
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

区
と
イ
ス
ラ
エ
ル

地
区
と
の
境
界

に
は
検
問
所
が

設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
検
問

所
や
兵
士
を
写
真
に
撮
る

こ
と
は
厳
し
く
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
士

が
検
査
の
た
め
に
機
関
銃

を
手
に
し
な
が
ら
我
々
の
観
光
バ
ス

に
乗
り
込
ん
で
き
た
時
、
車
内
は
一

瞬
緊
張
感
が
流
れ
た
。
こ
の
時
の
光

景
は
、
残
念
な
が
ら
写
真
に
撮
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

 

市
内
に
は
大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
あ
り
、
買
い
物
客
で
混
雑
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
ご
く
普
通
の
光

景
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
域
を
取

り
囲
む
高
さ
8
m
に
も
及
ぶ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製「
分
離
フ
ェ
ン
ス
」
は
、
余

り
に
も
巨
大
で
あ
り
異
様
で
あ
っ

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
上
に
、
更

に
2
m
ほ
ど
の
高
さ
で
金
網
が
張
り

廻
ら
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
ど
ん
な

刑
務
所
で
も
こ
れ
ほ
ど
の
壁
を
廻
ら

せ
た
所
は
無
く
、
中
に
い
る
パ
レ
ス
チ

ナ
人
た
ち
の
気
持
ち
、
ま
た
こ
れ
を

造
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル

人
た
ち
の
気
持
ち
は
、
表
面
だ
け
で

断
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
複
雑
な

も
の
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

 

要
所
に
は
見
張
り
塔
が
造
ら
れ
て
お

り
、
常
時
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
が
監
視
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
パ
レ
ス
チ
ナ
側

の
壁
面
に
は
、
多
く
の
落
書
き
が
書

き
付
け
ら
れ
て
お
り
、" N
othing 

Lasts Forever"(永
遠
に
続
く

も
の
は
無
い
)

と
書
か
れ
た
落
書
き

は
、
印
象
的
だ
っ
た
。

4
。
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍

  

イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
隊
を
語
る
に
は
、

先
ず
「
マ
サ
ダ
要
塞
の
全
滅
」
に
つ

い
て
話
す
必
要
が
あ
る
。
イ
エ
ス
の

時
代
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
は
ロ
ー
マ
帝

国
の
属
州
で
あ
っ
た
が
、
1
世
紀
中

頃
独
立
を
目
指
し
た
ユ
ダ
ヤ
戦
争
が

勃
発
し
た
た
め
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
大

軍
を
送
り
込
ん
で
エ
ル
サ
レ
ム
を
陥

落
さ
せ
た
。
し
か
し
不
屈
の
ユ
ダ
ヤ

人
9
6
7
人
が
、
ヘ
ロ
デ
王
が
崖
上

に
建
設
し
た
宮
殿
マ
サ
ダ
に
立
て
こ

も
り
2
年
以
上
も
抵
抗
し
た
が
、
難

攻
不
落
の
マ
サ
ダ
要
塞
も
つ
い
に
落

城
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
ユ

ダ
ヤ
教
で
は
自
殺
は
神
か
ら
禁
じ
ら

れ
て
い
る
行
為
な
の
で
、
親
が
わ
が

子
を
殺
す
な
ど
仲
間
同
士
で
命
を

絶
ち
、
最
後
に
残
っ
た
リ
ー
ダ
ー
だ

け
が
自
殺
し
て
玉
砕
す
る
と
言
う

凄
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
。
こ
の
後

1
9
0
0
年
間
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
世
界

中
へ
の
離
散
生
活
（
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
）

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。 

 

1
9
4
8
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国

さ
れ
る
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
「
マ
サ
ダ

の
全
滅
」
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
と

言
う
決
意
を
も
っ
て
「
ノ
ー
・
モ
ア
・

マ
サ
ダ
」
の
合
言
葉
が
生
ま
れ
、
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
入
隊
宣
誓
式
の
最
後
は

「
マ
サ
ダ
は
二
度
と
陥
落
さ
せ
な
い
」

と
言
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
る
の

だ
そ
う
だ
。
建
国
後
4
回
に
わ
た
る

中
東
戦
争
を
戦
い
自
国
を
守
っ
て
き

た
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
国
民
皆
兵
制

度
が
当
然
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

男
子
は
18
歳
に
な
る
と
3
年
間
、
女

子
は
18
歳
か
ら
2
年
間
兵
役
に
就
く

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の

日
本
で
徴
兵
制
を
実
施
す
る
こ
と
な

ど
は
、
ほ
と
ん
ど
現
実
味
を
持
っ
て

語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
長
い
離

散
生
活
と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
経
験
し
、

現
在
も
生
命
・
財
産
の
危
機
を
感
じ

な
が
ら
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
と
っ
て
、
徴
兵
制
度

は
当
然
の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
。

 

4
月
18
日
は「
戦
没
者
慰
霊
の
日
」

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
国
民
全

体
が
喪
に
服
し
、
正
午
に
は
1
分
間

の
黙
祷
を
行
う
。
現
地
ガ
イ
ド
も
案

内
を
中
断
し
黙
祷
し
た
。
夜
の
テ
レ

ビ
番
組
も
記
念
式
典
な
ど
を
放
映
し

て
歌
舞
音
曲
を
控
え
て
い
た
。翌
日
は

「
独
立
記
念
日
」
で
、
打
っ
て
変
わ
っ

て
お
祭
り
騒
ぎ
と
な
り
、
昼
間
は
家

族
連
れ
が
公
園
な
ど
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
を
楽
し
み
、
テ
レ
ビ
で
は
シ
ョ
ー

化
さ
れ
た
記
念
式
典
や
歌
舞
音
曲
が

あ
ふ
れ
、
夜
は
エ
ル
サ
レ
ム
市
内
各

地
域
で
打
ち
上
げ
花
火
が
上
が
り
、

夜
空
を
明
る
く
彩
っ
て
い
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
自
分
た
ち
の
国
を

守
り
維
持
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
国

民
全
体
が
強
く
認
識
し
て
お
り
、
日

本
の
現
状
と
の
乖
離
を
プ
ラ
ス
・
マ

イ
ナ
ス
両
面
か
ら
感
じ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

　
（
2
0
1
0
年
5
月
27
日
記
す
）

　
　
　
　
　
＝
つ
づ
く
＝

N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
す
る

CREA
TIV

E BO
O
K
  

  「
首
都
圏
人
」
シ
リ
ー
ズ 

第
10
号　
「
隅

田
川
を
遡
る
」
は
好
評
発
売
中 

！

本
書
は
空
撮
の
ほ
か
多
彩
な
カ
ラ
ー
写

真
を
添
え
て
隅
田
川
に
架
か
る
橋
梁
と
両

岸
の
賑
わ
い
を
訪
ね
、
江
戸
時
代
か
ら
の

歴
史
を
語
る
。

新
書
判 

2
4
0
ペー
ジ
・
フ
ル
カ
ラ
ー　

  　

　
定
価 

1
2
6
0
円（
税
込
）　
発
売：揺
籃
社 

　
　
全
国
の
書
店
・
ネ
ッ
ト
で
お
求
め
下
さ
い
。

内
容
の一部
が
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
戴
け

ま
す
。
検
索
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を 

「
首
都
圏
人
」
と
入
力
す
る
と

ト
ッ
プ
に
出
ま
す
。   http://

shutoken.cam
elianet.com

/

お
知
ら
せ

こ
の
た
び
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社

の
ご
好
意
に
よ
り
、
同
社
の
情
報

誌
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
」
を
ご
購
読

さ
れ
て
い
る
読
者
に
、
本
紙「
市
民

プ
レ
ス
」
を
同
梱
・
配
布
し
て
戴
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
申
込
み
は

「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社
」
へ
。

   TEL. 048-486-6138 

   FA
X
. 048-471-3240

 E-m
ail, new

tim
es-net@

nifty.com
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